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1．日日坦坦　「あなたと友に」　　　　所長　萬代哲也
センターだより第140号をお届けします。本号が皆さまにとって有益な内容でありますことを願っております。

昭和４６年（１９７１年）の正月に誕生した「視覚障害者センター点訳音訳友の会」。そのときの名称は「宮崎県点訳朗読奉仕いづみの会」でした。
それから５５年。現在の会員はおよそ１２０名。県立視覚障害者センターの多くの事業を支えていただいており、まさにセンターの中核的存在です。
「センターだより」の点訳音訳を筆頭に、印刷、製本、そして発送。これらの作業にボランティアとして携わっていただき、その成果が皆さまの元へ届いているのです。県や宮崎市の広報紙、新聞のダイジェスト、選挙公報も同様です。また、リクエストをいただいた書籍などの点訳音訳にも多くの時間と労力を費やされています。
このほか、点訳音訳ボランティア養成講習会の講師も年間を通じてお願いしています。また、外部からセンターに点字講座や朗読の依頼があった際にも対応をお願いすることとしています。さらに、福祉機器展などのイベントでは、受付や会場案内なども引き受けていただいています。まったく、友の会の協力なくしては、センターは成り立たないのです。
センターへの協力だけではありません。自らの技量を磨くために頻繁に勉強会を開かれているほか、点字・声の機関紙も発行されています。また、県外で開催される研修会にも機会を捉えて参加されています。
まだまだあります。宮崎市ボランティア協会の行事への協力、赤い羽根街頭募金活動への参加など、会の活動は実に多岐に及んでいます。
私自身はボランティアの方々と直接関わる場面は少なかったのですが、常に感謝の念を持ち続けてきました。皆さまもきっと同様のご心境と存じます。

私は３月末で所長の任期を満了します。この２年間、皆さまとボランティアの方々には大変お世話になりました。心からお礼を申し上げます。皆さまとボランティアの方々の健やかならんことを切に望んでおります。
日日坦坦　完

[bookmark: _Hlk122272687][bookmark: _Hlk90305917]２．令和７年度第２回「利用者アンケート」まとめ
　点字・オセロ交流大会、コーラスや手芸、かんたんスマホ教室などでセンターに来所された方を対象に、利用者アンケートをお願いし、３８名の方から回答をいただきました。ありがとうございました。
　イベント・企画についての希望としては「スマホ教室」「体操」「対話や交流」「歩こう会」「点訳・音訳のボランティアの活躍が認められるような企画」「センターまつり」「バザー」「ピアノ・ギターの演奏」などの要望がありました。気になったのは「講演会・行事などを知らなかった」「情報が届いていない」という声でした。点字やデイジー、メールなどでセンターだよりを送っていますが、取っていらっしゃらない方もいますので、墨字でイベントなどの案内を張り出すなどの工夫が必要かと感じたところです。周知することで、たとえば１１月のマラソン＆ウォーキング大会などへの参加を促すこともできるのではないかと思います。
　職員対応については、前回もご意見がありましたが「あいさつが少ない」とありました。職員から声をかけないと見えない・見えづらい方には、わかりません。また話をすることで利用者さんを知り、さらにサービスの向上へとつながると考えています。こうした小さな声かけへの意識づけを全職員で行ってまいります。
　その他の要望についていろいろありましたが、「一般の方にもセンターのいろいろな行事を知ってほしい」「対面朗読をみなさんに勧めてほしい」「サークル活動などの広がりがあれば」という要望がありました。まずはセンターまつりやセンターのホームページ、フェイスブックなどを通して、視覚障害者センターの活動を知ってもらうことが大切と感じています。センターでのサービスを知っていただくことで参加者も増え、楽しんでいただく機会もできると考えます。また「点字オセロ交流大会が楽しかったと聞いた。いろいろ工夫されている」「来年も料理教室をセンターで行ってほしい」さらにピアノ設置やトイレの改修を喜んでいただいてもいました。駐車場の出入りが困難という声もありましたが、１、２、３階の共有の駐車場ですので、お互いに譲り合って使用するしかないのが現状です。
　最後にセンターの満足度については３５名の方が「満足している」「ほぼ満足している」と回答してくださいました。職員の対応についても同じく３５名の方が「満足している」「ほぼ満足している」と回答くださいました。どちらの設問についても「あまり満足していない」「満足していない」という回答はありませんでした。評価していただけたことを励みに、また今年度も努力してまいります。ご意見ほんとうにありがとうございました。

３．センターからのお知らせ
[bookmark: _Hlk159241028]（１）蔵書整理に伴う休館について
　図書整理のため令和８年６月１日（月）～６月７日（日）まで図書の貸出を停止させていただきます。
　停止期間に備えて、ご希望の方には多めに図書を貸出します。
お早めにお申し出ください。
　期間中は大変ご不便をお掛けいたしますが、どうぞよろしくお願い致します。

（２）４月・５月のＩＴ相談会の日程について
アイフォン・アイパッドの相談会は、４月は４日（土）、５月は９日（土）のいずれも午前１０時から開催いたします。ＩＴ講習会は４月から第３土曜日に変更させていただきました。４月は１８日（土）、５月は１６日（土）のいずれも１３時３０分から１５時３０分です。スマホ交流会は４月は２５日（土）、５月は２３日（土）で、いずれも１０時から１２時までとなります。かんたんスマホ教室は４月は１３日（月）と２７日（月）、５月は１１日（月）と２５日（月）で、いずれも１０時から１２時までとなります。それぞれ事前にお申し込みください。

（３）３Ｇ回線の携帯電話が終了する件について
ニュースでも取り上げられていましたが、３Ｇ回線の携帯電話が３月３１日で利用できなくなりました。しかし、あくまで３Ｇ回線の携帯電話が利用できなくなっただけで、４Ｇ（フォージー）回線のボタンのついている携帯電話（ガラホや進化型携帯と言われている携帯電話）は販売されており、今までの携帯電話、通称「ガラケー」と同じように操作できる携帯電話を利用することができます。音声読み上げのある「らくらくホン」も販売されており、最近では昨年の８月にドコモから新型のらくらくホンが発売されました。押しボタン式の携帯電話はまだまだ利用できますのでご安心ください。

（４）プレクストークPTR3、PTN3生産終了と後継機のお知らせ
　プレクストークPTR3、PTN3は今ある在庫をもって生産が終了になりました。
　PTR3の後継機種になる新しい機種の発売は2026年6月の予定です。こちらは、CD、録音機能、サピエを利用できます。後継機は、CD 再生のみで使う方にとっては、現在のPTR3と大きな違いはないということです。
　なお、故障品の修理対応は従来通り、受付を継続されるそうです。ご不明な点がありましたら、池澤までお問い合わせください。

（５）図書目録
センターでは毎年図書目録を作成していますが、ここ数年、目録の購入を希望される方がいらっしゃいません。今までは分類ごとにまとめて作成していましたが、次年度からは過去のセンター便りで紹介したものを、月ごとにまとめた目録に変更させていただきます。ご了承ください。
　なお点字版400円、デイジー版、墨字版は200円です。ご希望の方はご連絡ください。

（６）センターの情報提供についてお知らせ
　センターでは、宮崎県や宮崎市の広報誌などのほか、利用者の方が必要な情報（希望する図書やプライベートな情報も含めて）を点字にしたり、録音して音声版を作成したりするサービスを行っています。
　そのほか、音声や点字で以下のような情報誌を製作していますのでご紹介します。
　点字版につきましては『なぎのたより』（新聞、雑誌等の記事や図書紹介など）』（偶数月発行）『宮日文芸』『宮日BOOK』（週１回）。そのほか『JBニュース』（日視連発行）の配信・送付。またサピエ図書館のデータを点字印刷してお届けするなどのサービスも行っています。こちらにつきましては大賀までお尋ねください。
音声版では『南風（新聞、雑誌等の記事を抜粋したもの）』月1回。『宮日新聞（抜粋版）』週1回。『Kotoba（雑誌）』年4回。そのほかサピエ図書館のデータをダウンロードして「文春」「新潮」などの週刊誌や、くらしの手帖等、雑誌も複数提供しています。詳しくお知りになりたい方は、池澤までお尋ね下さい。

[bookmark: _Hlk164427330]（７）資料貸し出します
　以下の資料が届きました。貸出希望の方はお電話ください。
・京都ライトハウス情報ステーション発行　「デイジー雑誌　京まる」12月号・1月号
・公益財団法人　全日本鍼灸マッサージ師会発行　「鍼灸マッサージ情報誌　東洋療法　点字版370」
・曹洞宗宗務庁発行　「点字月刊誌　心の糧　第797号・798号」点字版
[bookmark: _Hlk173769814]・内閣府政府広報室発行「ふれあいらしんばん」（点字・大活字版）「明日への声」（音声版）VOL．107
・公益財団法人すこやか食生活協会発行　「電子レンジでミートクッキング2」　点字版（1巻）
・内閣府発行　「令和6年度　障害者施設の概況（障害者白書）」
点字版（1巻）

（８）購買部からのお知らせ
【新商品】
1 ミミクリーペット まねっこベイビー　￥３，２７８
話しかけるとどんな言葉にも反応して、うなずきながらものまねをしてくれる手のひらサイズの動物の赤ちゃんです。頭をゆらゆら動かしながら、かわいらしい声でものまねします。

2 ハイタッチ！さかだっち！ショウタイム　￥７，１５０
メジャーリーグの球場で流れる曲などを歌いながらハイタッチや逆立ちなどのダンスをしてくれるわんちゃんです。話題の犬種「コーイケルホンディエ」のかわいいデザインです。

3 ＣＯＬＯＲＳ（音楽CD　収録時間５３分） 　￥２，７５０
視力のある世界を約20年、全盲の世界を約30年生きてきたヴァイオリニスト穴澤雄介氏が、心を染める12色を選び、12曲の音楽に変換。ショパンの編曲作品２曲を含む、計12曲のオリジナル作品が誕生。ヴァイオリン、ヴィオラ、時には口笛やウィンドチャイムも駆使し、長年共演してきた野田正純氏のピアノとともに色彩を描きます。

4． 点字図書の紹介
９　文学
	動物万博　道具小路　５巻　村井久美点訳


ナギは新種の動物を生み出す「動物職人」になるため、職人の聖地である小江戸・川越で巨匠・石井十字に弟子入りする。目指すは翌年に開催される万国動物博覧会。そこへ、ナギを誘惑する悪魔の囁きが…。

	短歌って何？と訊いてみた　川野里子　８巻　矢口貴子点訳


短歌という詩形を巡る語りには愛と憎とが拮抗し、われわれの心を直撃する－。歌人・川野里子が、「短歌って何？」をキーワードに、歌人以外のさまざまなジャンルの人々と対話した記録。

	ジェイムズ　パーシヴァル・エヴェレット著　木原善彦訳　６巻　芳野裕三点訳


逃亡する黒人奴隷ジェイムズを待ち受ける、地獄の旅路とは－。マーク・トウェイン「ハックルベリー・フィンの冒険」で脇役だったジェイムズを主人公に、彼の目から見た出来事や、その複雑な内面を描く。
	杉森くんを殺すには　長谷川まりる　２巻　厚生労働省委託　日本ライトハウス（以下　委託・日ラ）


「杉森くんを殺すことにしたの」。高一の五月、ヒロは決心して兄のミトさんに電話で報告した。

	このすばらしきスナーグの国　Ｅ.Ａ.ワイク＝スミス原作　コッサンテリ・ヴェロニカ作　野口絵美訳　４巻　委託・日ラ


〈子どもの家〉で暮らすフローラとピップは、そこで働くスナーグ族のゴルボと仲よくしていたのですが、三人が問題を起こした結果、くびになったゴルボはスナーグの国に帰ってしまいます。一方、罰としてお使いに出かけたフローラとピップは、別世界へ足をふみいれることに…。

	さんごいろの雲　やえがしないこ作　１巻　委託・日ラ


美しい情景描写であなたを不思議の世界にいざなう７編の童話集です。
	ふしぎなフーセンガム　麻生かづこ作　１巻（児童図書）　委託・日ラ


二年生のじゅんは、外で遊ぶより家でゆびあみをしたり本を読んだりするのがすき。

	すごいぞ！クモの探偵団　谷本雄治作　２巻　委託・日ラ


虫の研究コンクールに応募するため、「クモの探偵団」を結成。

	三国志1　桃園の誓い　小前亮　文　２巻　委託・日ラ


中国を舞台にした壮大な歴史小説が、小学生から読める物語に。

２　歴史
	全身マヒのＡＬＳ議員　車いすで国会へ－命あるかぎり道はひらかれる　舩後靖彦ほか　１巻　委託・日ラ


２０１９年７月、日本で初めて、人工呼吸器をつけた国会議員が誕生しました。筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）という、筋肉がしだいに動かなくなる難病が原因で全身マヒになった舩後さんは、なぜ国会議員になったのでしょう。生い立ちや日々の生活、議員としての活動を追うことで、だれもが安心して生きていける社会をつくるにはどうしたらよいかを考えます。

３　社会科学
	西洋の敗北と日本の選択　エマニュエル・トッド　３巻　杉裕子点訳


ウクライナ戦争、イスラエル・イラン紛争、トランプ関税、米欧の分裂が意味するのは「西洋の敗北」。今後、何が起きる？　基軸通貨ドルは終焉？　世界の混乱と日本のあるべき姿を論じる。

	貧困とは何か－「健康で文化的な最低限度の生活」という難問　　志賀信夫　４巻　杉裕子点訳


生きてさえいければ貧困ではない？　貧困から抜け出せないのは努力が足りないから？　気鋭の研究者が「貧困」概念をめぐる議論と問題点を整理し、「貧困」が今もなくならないのはなぜかという根本的な問いに対峙する。
	やりたいことがわからない高校生のための最高の職業と進路が見つかるガイドブック　山内太地・小林尚　４巻　委託・日ラ　　　　　　　フォームの始まり


やりたいことがない！どうすればいいの？なりたい職業や行きたい学科がしっかり決まっているクラスメートと自分を比べてあわてることはありません。教育系ＹｏｕＴｕｂｅｒとして活躍する著者たちが、将来に悩む高校生の悩みや質問に答えていきます。

	こども未来戦略　こども家庭庁　２巻　委託・日本点字図書館（以下　日点）


若い世代の状況や、子育ての悩み等を受け、策定された「こども未来戦略」。こども・子育て政策を強化するための３つの基本理念や、今後３年間の集中的な取組などを解説する。

	令和４年生活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障害児・者等実態調査）結果の概要　厚生労働省　１巻　委託・日点



４　自然科学
	根も葉もある植物のはなし　塚谷裕一　３巻　矢口貴子点訳


楠の葉のダニ室、レース状に広がる純白の花弁…。散歩で見かける身近な植物から、植物園や旅先で遭遇した珍奇植物まで、植物の見た目に焦点をおいて多様な面白さを紹介。

	精神科医が教えるずぼら老後の健康術　保坂隆　３巻　髙木姫子点訳


定年後は、心も体も気楽に暮らそう！　体の老化に抗おうとしないで、なにごとも「ほどほど」でちょこっとずぼらなくらいがいい。精神科医が健康生活の一助となる生活の知恵について、いろいろな角度から紹介する。

	発達障害のある人の「ものの見方・考え方」　高岡佑壮著　下山晴彦・黒田美保監修　３巻　委託・日点


発達障害のある人の独特な「くせ」に注目することで「その人ならではの特徴」を理解し、日常生活の中でのつまずきに対処するためのヒントを示す。

６　産業
	荒野に果実が実るまで－新卒２３歳アフリカ駐在員の奮闘記　田畑勇樹　４巻　髙木姫子点訳


大学卒業と同時にＮＰＯに就職しウガンダに駐在。飢えに苦しむ住民たちの命の危機に直面して、彼らが農業を営めば胃袋を満たすことができるのではないかと思い立ち…。飢餓援助の渦に飛び込んだ著者が、国際援助の実態を綴る。

	知っておいしいハーブ事典　伊嶋まどか監修　４巻　委託・日点


日々の暮らしの中で役立つ、基本的なハーブ１００種類を５０音順に並べ、各ハーブの特徴や基礎知識、利用方法、育て方などを簡単に解説する。
	とうもろこしの歴史　マイケル・オーウェン・ジョーンズ著　元村まゆ訳　３巻　委託・日ラ


九千年前のメソアメリカに起源をもち、コメ・小麦と並んで世界三大穀物に数えられるトウモロコシ。人類にとって最重要なこの作物がコロンブスによってヨーロッパへ伝えられ、世界中へ広まった歴史を、調理法や食用以外の用途、伝承、文化、環境問題など様々な観点から綴る。

７　芸術
	いつでも君のそばにいる－小さなちいさな優しい世界　葉っぱ切り絵コレクション　リト＠葉っぱ切り絵　１巻　伊藤友子点訳


葉っぱで作る小さな切り絵の世界。

5． デイジー図書の紹介
９　文学
	水使いの森　庵野ゆき　１３時間５４分　御手洗恵子音訳


森深くに棲む水蜘蛛族の女タータは、砂漠を治める王家の双子の片割れ、ミイア王女を拾う。跡継ぎである妹を差し置き、水の力を示したミイアは、国を乱すことを怖れ、城を出たのだ。そんな彼女に水の覇権を狙う者たちが迫り…。

	鬼の軍人と稀血の花嫁　夏みのる　５時間３９分　小野悦子音訳


人間とあやかしの混血“稀血”の深月は、奉公先の令嬢の身代わりに縁談を受ける。祝言の夜、あやかしに襲われた深月を守ってくれた最強の鬼使い・暁は、ある理由から“稀血”を求めていた。彼は、深月を屋敷に連れ帰り…。

	和合の郷　川原一之　２１時間４６分　福原はつえ音訳


存続が危ぶまれる山間の集落の一つ、宮崎県高千穂町の土呂久の、誕生から衰退にいたるまでの詳細な自然と人間の関係史（環境史）。

２　歴史
	文化財に泊まる　偏愛はな子　２時間３８分　委託・日点　マルチメディアデイジー（以下　マルチメディア）


温泉宿や日本建築史に残るホテルなど、宿泊や食事ができる歴史的建造物を紹介。

４　社会科学
	美しい雑草の花図鑑－小さいけれど可憐で力強い　稲垣栄洋監修　５時間１０分　委託・日点・マルチメディア


スミレ、カタバミなどの道端に咲く雑草の花、約２６０種を紹介。開花時期や生息地のデータのほか、生き抜くための手段や名前の由来なども収録する。

	老いをゆっくりにする１日１分セルフケア　木村翔太　２時間９分　委託・日点・マルチメディア


健康寿命を延ばすために欠かせない、背骨・肩甲骨・股関節・足首の予防とケアを解説。あわせて、姿勢・血流・呼吸の改善につながるセルフケアも紹介。
５　技術・工学
	地下世界をめぐる冒険　ウィル・ハント著　棚橋志行訳　１１時間３３分　委託・日ラ


私たちはみな、心に洞窟を持っている－。ニューヨークの地下鉄、パリの地下納骨堂、カッパドキアの地下都市など、世界中の「光なき世界」を渉猟し、人類の歴史と闇への畏怖に思いを馳せたノンフィクション。

	アイラップで簡単レシピ　お役立ち防災編－いつもの食事が災害時の備えにもなる！　島本美由紀　３時間１５分　委託・日点・マルチメディア


食品用ポリ袋「アイラップ」で、日常でも災害時でも簡単に作れるレシピ集。主菜や副菜、おかずなど約６０品を収録し、防災の基本も紹介する。

７　芸術
	喜多川歌麿（新潮日本美術文庫１６）喜多川歌麿画　浅野秀剛著　日本アート・センター編　２時間１０分　委託・日点・マルチメディア


江戸時代に活躍した浮世絵師・喜多川歌麿。美人大首絵から博物図譜風の彩色摺絵、春画、肉筆画まで幅広く手がけた彼の作品と、その画業を解説する。

	ドラクロワ（新潮美術文庫２０）　ドラクロワ画、富永惣一著　日本アート・センター編　２時間　委託・日点・マルチメディア


１９世紀フランスのロマン主義の巨頭・ドラクロワ。戦争や異国風俗、聖書の世界にわたり、力強い色彩と筆触で描き出した彼の作品と、その画業を解説する。

６．おすすめの録音図書
全国で製作されたデイジー図書の中から、サピエ図書館での利用が多かった人気のデイジー図書を掲載しています。
（2月20日現在）
「詐欺師と詐欺師」　川瀬七緒
「暁星」　	湊かなえ
「お葉の医心帖　２」　有馬美季子
「青の純度」　篠田節子
「花に嵐　この世の花　２」　佐々木裕一
「災疫の季節」中山七里
「なりすまし」　越尾圭
「戦国転生同窓会」　織守きょうや
「罪と罪」　堂場瞬一
「探偵小石は恋しない」　森バジル
「午後のコーヒー、夕暮れの町中華」　安澤千尋
「成り上がり弐吉札差帖　５」千野隆司
「魔食味見方同心　２」風野真知雄
「老人ホテル」　	原田ひ香
「たとえば孤独という名の嘘」　誉田哲也

７．おすすめの点字図書
　全国で製作された点字図書から１５冊紹介します。
（2月15日現在）
「わかるセンスプレイヤー（基礎編）」　鶴大輔
「iPhone完全マニュアル2025」standards編
「障害のある人が使える支援　あたらしいほうりつの本　最新版」　又村あおい
「見えなくても使えるiPhone　VoiceOverのジェスチャー一覧、キーボードショートカット、点字コマンドの一覧表（２）」　品川博之制作
「忍び同心捕物控　１　橋場一之進登場」　黒崎竜一郎
「異世界で海暮らしを始めました　万能船のおかげで快適な生活が実現できています」　ラチム
「わかるセンスプレイヤー（応用編）」　鶴大輔
「予幻」　大沢在昌
「人妻たちに、お仕置きを」　桜井真琴
「Google　Pixel便利すぎる！テクニック　2025」　
「自然治癒力を引き出す　老化も病も予防できる」　伊藤壽記
「課長はヒミツの御曹司Sakura　＆　Akira」あかし瑞穂
「転生して田舎でもふもふとスローライフをおくりたい」　錬金王
「何かがおかしい　「がん急増」の謎」　森田洋之
「昇華（機捜２３５［３］）」　今野敏

８．休館日のお知らせ
４月・５月の休館日は、次のとおりです。
４月　毎週水曜日　１日・８日・１５日・２２日・２９日（昭和の日）
５月　毎週水曜日　６日（振替休日）・１３日・２０日・２７日
３日（日　憲法記念日）・４日（月　みどりの日）・５日（火　こどもの日）


編集後記　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池澤　由紀子
　知人から、朝起きたらラジオをつけて、朝食の準備をしていると聞き、なんておしゃれな人なんだと思った。ラジオは昔、車を運転中によく聞いたなと思ったが、朝からラジオを流すことは私には難しく感じた。しかし、ラジオは脳を活性化させるのにいいらしい。でも、トークの間に入る音楽は飛ばしたい。そんな、少しわがままな私にぴったりのものを見つけました。
スマホでラジオが聴ける無料アプリです。トークだけ流れてきます。まとめて聴けるので時短？にもなります。
結局は車の中でしかラジオは聞いてませんが、私の脳は活性化されていることでしょう。
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１．九州盲人福祉大会（大分大会）の報告
第79回九州盲人福祉大会は、大分県労働福祉会館ソレイユを会場に2月15日（日）、16日（月）の二日間にわたって開催されました。
　この大会は、九州盲人会連合会（九盲連）に加盟する8県2政令指定都市の視覚障がい者が一堂に会し、視覚障がい者が抱える様々な問題について研修、討議するとともに、お互いに情報を交換し、親睦、団結、交流を深め､広く社会に視覚障がい者への真の理解を深めることを目的としています｡今回は、以下のプログラムが行われました。
　2月15日（日）
理事会、分科会（生活・職業・スポーツ）、代議員総会、部長会、交流会
　2月16日（月）
大会式典、記念講演
職業分科会には宮崎県から「あはき以外の就労形態を知りたい」という議題を提出し、各県から「農業法人を起ち上げた人がいる」「ヘルスキーパーや一般就労が増えている」などの例が挙げられました。
理事会、代議員総会では九盲連の今年度の事業実績、来年度の事業計画が話し合われました。また、記念講演では、日本視覚障害者団体連合の竹下義樹会長による「中央情勢報告」が行われました。
　大分大会に参加していただいた県内各地域の皆さん、お疲れさまでした。
　来年の開催地は熊本県です。ぜひ多くの方に参加していただきますようお願いいたします。

２．点字オセロ交流会　結果報告
１月２５日（日）に点字オセロ交流会が行われました。参加者は点字の部７名、オセロ大会・全盲の部６名、弱視の部４名でした。点字の部は長曽我部進さんが高得点を出し第一位になりました。オセロ大会の全盲の部でも点字の部に続き長曽我部さんが一位の結果を残しました。決勝戦では、二位の武田千亜紀さんと最後までどちらが勝つかわからないほどの白熱した試合を繰り広げていました。また弱視の部では、藤本崇仁さんが３試合すべて勝利するという圧倒的な成績を収められ優勝しました。参加者の皆様、本当にお疲れさまでした。
以下、結果報告になります。
「点字」　第1位　長曽我部進
「オセロ」
全盲の部　第１位　長曽我部進　第２位　武田千亜紀
弱視の部　第１位　藤本崇仁　　第２位　田爪畩弘
今回は同日にセンター研修室にて、かんたん体操を行いました。あまり体を動かすのが得意でないという方でも大丈夫！椅子に座ったままでもできる体操を行い、ほんのり汗を流していただけたかと思います。
令和８年度もいろいろな企画を出来たらと考えていますので、興味のある方はぜひセンターまでお越しください。

３．橘公園の通行にご注意ください
　宮崎市の橘橋北詰から宮崎観光ホテル前までの堤防沿いには緑地が整備され、橘公園として市民に親しまれています。
　このほど宮崎市役所公園緑地課（電話 0985-21-1814）から連絡があり、公園の通路にある点字ブロックに地盤の影響による段差が生じているため、通行の際は十分注意してくださいとのことです。工事の具体的な時期は未定ですが、段差解消に向けて順次取り組んでいきますとのことでした。皆さまもご通行の際はお気を付けいただきますようお願いいたします。

４．「パラスポ宮崎走っど！走っど！」が行われます
　宮崎市スポーツ協会では、視覚障がい者へのランニング指導と伴走者育成を目的として「パラスポ宮崎走っど！走っど！」を毎年開催しています。障がいのある人と伴走者とがともに走る楽しみや喜びを共有できるすばらしい機会であり、昨年はテレビでも紹介されました。
　日程や申込先は、以下のとおりです。走ることに興味がある方はぜひご参加ください。
　日時：　令和８年５月２４日（日） 午前９時から１１時まで
　場所：　宮崎市総合体育館（宮崎市宮崎駅東1丁目2番地7）
　参加費：　無料
　申込先：　宮崎市総合体育館（電話 0985-29-5603）

５．県視障協　令和８年度事業日程
４月　各地区総会
２４日　九州視覚障害者情報提供施設協議会理事会

５月
１０日　　宮崎県障がい者スポーツ大会（県総合運動公園）
２３、２４日　九州視覚障害者ブラインドベースボール大会（大分市）

６月
７、８日　全国視覚障害者福祉大会（仙台市）
７日　日本視覚障害者団体連合全国団体長会議（仙台市）
１４日　理事会（視障センター）
２１日　サウンドテーブルテニス大会（明星視覚支援学校）
２８日　定時評議員会、理事会
７月
４、５日　九州盲人会連合会理事会（未定）
１２日　九州盲女性指導者研修会（長崎市）
１２日　宮崎県視覚障害者研修会（視障センター）
１９日　九州盲青年研修大会（鹿児島市）

８月
２日　ライオンズクラブ杯ボウリング大会（宮崎エースレーン）

９月
１０日　九州視覚障害者情報提供施設大会（佐賀市）
１１日　九州視覚障害者情報提供施設協議会理事会（佐賀市）
２０日　親善卓球大会（明星視覚支援学校）
２７日　センターまつり（視障センター）

１０月
８、９日　全国視覚障害者情報提供施設大会（岐阜市）
１０日　九盲連あはき研修会（那覇市）
２３～２６日　全国障害者スポーツ大会（青森県）
未定　　日本視覚障害者団体連合全国団体長会議（オンライン）

１１月
７、８日　全国視覚障害者卓球大会（宮崎市）
１４、１５日	　九州視覚障害者サウンドテーブルテニス大会（豊見城市）
１５日　理事会
２２日　ふれあい健康マラソン＆ウォーキング大会(大淀川親水公園)
未定　全国視覚障害者将棋大会（未定）

１２月
５日“こころ”のふれあうフェスタ２０２６（宮崎市）
１３日　視覚障害者マラソン宮崎大会(宮崎市)
２０日　桜島杯視覚障害者卓球大会（鹿児島市）

１月	
２４日　点字･オセロ交流会（視障センター）

２月
７日　九州盲人会連合会理事会（未定）
７、８日　九州盲人福祉大会（未定）
未定　日本視覚障害者団体連合全国団体長会議（オンライン）

３月	
７日　理事会（視障センター）
２１日　評議員会（視障センター）

通年活動		
・サウンドテーブルテニス練習（毎月第３日曜．明星視覚支援学校）
・ブラインドゴルフ練習（宮崎ブラインドゴルフクラブ　
定期練習　毎月第１日曜．フェニックスゴルフアカデミー)	
コース定期練習　奇数月の第３日曜．県内のゴルフコース)
・ランニング練習（毎週日曜．大淀川親水公園．宮崎伴走者協会と合同練習）	
・地区別事業 (宮崎市)	
コーラス教室（毎月第１,３木曜）
大正琴教室（毎月第２,４土曜）	
手芸教室	
	
・センタ－だより、県視障協ニュースの発行（偶数月）	
・アイフォン・アイパッド相談会（月１～２回）	
・県･県議会広報、宮崎市広報の発行（月１回）	
・ＪＢニュースの提供（月～金）
・点訳・音訳ボランティア養成講習会（宮崎市、都城市、小林市、高鍋町）

追加のお知らせ
　センターで任天堂スイッチ２を購入しました。このゲーム機は、センターの大型モニターとつないで、手元に持つコントローラーで操作をすると、その動きが反映されるものです。例えばコントローラーを持ってボウリングの球を投げる動作を行うと、画面上でピンが倒れます。映像ももちろんですがピンが倒れる音もスピーカーから流れて、臨場感があります。いまやゲーム機やソフトもアクセシビリティが進んでおり、全盲のプロのゲーマーまでいます。
　そこで興味のある方に向けて体験会を実施します。日時は４月１８日（土）午前１０時から１２時まで。事前にお申込をお願いします。また今後は定期的にイベントを企画していきたいと考えています。
　お問い合わせは鶴、または大賀までお願いします。

次号の発行は令和８年６月１日の予定です。
- 1 -

- 16 -

